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 令和７年度第２回豊山町高齢者保健福祉審議会議事録 

 

１ 開催日時  令和７年１１月４日（火）午後２時３０分から午後４時１０分まで 

 

２ 開催場所  豊山町役場２階 会議室１ 

 

３ 出席者 

  （１）豊山町高齢者保健福祉審議会委員８名 

老人クラブ連合会代表             江崎弘（会長） 

日本福祉大学教授               伊藤文人 

歯科医師会代表                久馬厚 

シルバー人材センター会長           水野典昌（会長代理） 

民生委員協議会代表              小塚奈緒美 

赤十字奉仕団委員長              岡島薫 

㋵とよやまボランティア代表          中村里美 

一般公募                   大鶴雅美 

 

  （２）事務局６名 

生活福祉部長                 日比野敏弥 

保険課長                   栗山直樹 

保険課介護グループ長             高木久徳 

保険課介護グループ主任            犬飼大揮 

地域包括支援センター社会福祉士主任      大山かなえ 

地域包括支援センター保健師主任        山田紗 

 

 

４ 議題 

（１）第 11 次豊山町高齢者福祉計画・第 10 次豊山町介護保険事業計画の策定について② 

（２）介護支援ボランティアポイントの見直しについて 

 

５ 会議資料 

  令和７年度第２回豊山町高齢者保健福祉審議会 
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６ 議事内容（要点筆記） 

司会 はじめに江崎会長よりご挨拶をお願いします。 

会長 本日は、次期計画策定に向けた２回目の審議会になります。 

主にアンケート調査の内容について、委員の皆様にご審議いただきた

いと思いますので、委員の皆様におかれましては、活発な議論をお願い

申し上げます。 

それでは、次第２の議題（１）「第 11 次豊山町高齢者福祉計画・第 10

次豊山介護保険事業計画の策定について②」、事務局より説明をお願いし

ます。 

事務局 （会議資料１、２ページを使用して説明） 

会長 説明が終わりました。 

委員の皆様からご意見・ご質問がありましたら、いただきたいと思い

ます。 

委員Ａ 新しく居宅介護支援事業所向けの調査を行う予定とのことですが、ア

ンケート形式でしょうか。郵送ではなく、個別に訪問して聞き取り調査

をしてはいかがでしょうか。 

事務局 18 件の居宅介護事業所への送付を想定しておりますが、ケアマネジャ

ーは１つの事業所に複数人在籍しています。本アンケートは、国のモデ

ル調査の方法に即しており、各事業所のケアマネジャーごとに回答をお

願いするものです。 

全ての方に回答いただけるとは限らず、ある程度の回答数を確保する

ため、町民の利用実績が２件以上ある町外の居宅介護支援事業所も対象

としています。 

委員Ａ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査や在宅介護実態調査について、項

目が多く、特に高齢の方が回答するのは大変ではないかと思います。聞

きたいことはたくさんあると思いますが、もう少し質問を整理してはい

かがでしょうか。 

事務局 ご指摘の通り質問数が多い印象がありますが、質問数は前回と大きく

変更ありません。前回の回収率が高かったため、ある程度の回答数を見

込んでいます。 

委員Ｇ 居宅介護支援事業所向けのアンケートは、豊山町内だけでなく利用者

がいる近隣市町の事業所も含むということですね。事業所の繁忙期でも

あるため、回答しやすいよう二次元コード等を使用するのはいかがでし

ょうか。 

事務局 豊山町のホームページ上で様式を掲載することや、ＱＲコードの活用

を検討します。 

委員Ｄ 在宅介護実態調査について、一人暮らしで要介護度が高い方は、回答

や返送ができないと考えられます。そのため、要介護度が軽い方のデー

タが多く集まるであろうことに留意し、実態はアンケートで出た結果よ

りも厳しい可能性があることを想定すべきだと思います。 
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また、ポストのない地域もあるため、要介護度が高い方や独居の方は、

民生委員の協力を得るのも一つの方法だと考えます。 

委員Ａ 在宅や施設利用の希望を問う設問はありますか。在宅介護を行ってい

る人の中で、施設への入所を希望する人は何割程度いるのでしょうか。 

事務局 在宅介護実態調査は、在宅で介護を受けている方を対象としています。

今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援やサービスについて明らかに

するための設問や、入所の希望があるかという設問もあります。 

委員Ｄ  在宅介護実態調査について、利用者の中には介護保険サービスに関す

る知識がない方もいます。事業所名は分かっていても、自分が利用して

いるサービスの種類は理解していない場合もあります。事業所名を記載

してはいかがでしょうか。 

事務局 文字数の制限もありますが、例示として町内の方がよく利用する事業

所名の記載を検討します。 

委員Ａ  在宅介護実態調査について、身長や体重、入院歴などの設問は必要で

しょうか。 

委員Ｇ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査でも身長と体重に関する設問があ

りましたが、ここ数か月で大幅な体重の増減がありましたか、といった

聞き方の方が答えやすいのではないでしょうか。身長はなかなか計測す

る機会がないので、答えることが難しいと思います。 

また、身長と体重に関する情報は、地域包括支援センターで把握して

いますか。 

事務局 健診を受けた方で、約２割の方が低栄養となっています。健診を豊山

町で受診していない方もいることを踏まえれば、実際はもっと多いので

はないかと危惧しています。このことは、町の課題として認識しており、

これからも把握しておきたい内容でもあります。 

また、在宅介護実態調査で身長・体重を聞く意義として、介護者の方

が介護に対して不安に感じる要因に影響を与える可能性があるためで

す。例えば、不安として排泄や移動を回答する人の中で、その不安は要

介護者の体格によるものなのか、それ以外のところに問題があるかを明

らかにすることができます。しかし、本アンケートで聞くべきかという

視点から、再度必要性を検討していきたいと思います。 

会長 皆様ご質問、ご意見ありがとうございました。 

議題（１）につきまして、承認いただける方は挙手をお願いします。 

（全員挙手） 

ありがとうございます。全員の挙手により議題（１）は承認されまし

た。 

続きまして、議題（２）「介護支援ボランティアポイントの見直しにつ

いて」、事務局より説明をお願いします。 

事務局 （会議資料３、４ページを使用して説明） 

会長 説明が終わりました。 
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委員の皆様からご意見・ご質問がありましたら、いただきたいと思い

ます。 

委員Ａ 具体的に何を見直すのでしょうか。 

事務局 ボランティアの登録者数が減ってきているため、新たな活動場所の展

開として、シニア元気づくり体操教室や、なかよし会に参加しているボ

ランティアを対象の活動として加えます。 

委員Ｅ 私はこの取り組みを知らなかったです。もっと宣伝する必要があるの

ではないかと思います。 

委員Ｄ 少し前までは、きらり 65 という対象者を集めるイベントがありまし

た。今はそれがないため、広報とよやま以外の方法で周知ができていな

いのではないでしょうか。 

最近は、67～68 歳まで働いている方が多いです。定年を迎え自宅にい

る人こそ、このようなボランティア活動に参加してほしいと思います。 

また、現在はボランティアポイントの対象ではない活動として、しい

の木のボランティアがあると思います。この活動を対象とするのはいか

がかでしょうか。 

事務局 登録先や周知方法について検討します。 

委員Ｅ  オレンジカフェで話し相手になることも、ボランティアの対象として

はいかがでしょうか。 

事務局 現在オレンジカフェでは、認知症サポーターによるカフェの手伝いや

当事者の家族の相談を受けるというボランティア活動を行っており、こ

の活動を対象とすることを検討しています。 

なお、ボランティアポイントについては、年度初めに全戸配布、敬老

会での宣伝を行っていますが、どうしたらより高齢者の方に情報が届く

か、委員の皆様のご意見をお聞かせください。 

委員Ｅ 敬老会で配布や声かけをしてはいかがでしょうか。 

会長 広報とよやまの中に、差し込みチラシを入れてみるのもよいと思いま

す。 

委員Ｆ デイサービス等に通っている人は、認知症カフェの情報を知っている

のでしょうか。 

事務局 ケアマネジャーには情報発信をしています。ケアマネジャー自身が参

加したり、当事者の方を連れてきてくれることもありますが、まだまだ

当事者の参加は少ない状況です。 

会長 認知症サポーター養成講座を受けて、オレンジリングを持っていない

と、認知症の方のサポートをしてはいけないのではないかという意見を

聞いたことがあります。 

事務局 定期的に認知症サポーター養成講座を実施しています。現在は、オレ

ンジリングではなくサポーターカードを配布していますが、みなさんリ

ングのイメージがあるようです。 

会長 皆様ご質問、ご意見ありがとうございました。 
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議題（２）につきまして、承認いただける方は挙手をお願いします。 

（全員挙手） 

ありがとうございます。全員の挙手により議題（２）は承認されまし

た。 

続きまして、次第３のその他について、ご意見等いかがでしょうか。 

委員Ｂ ボランティアの女性の比率が多いと思いますが、登録ボランティアの

男女比はどのようになっていますか。 

事務局 昨年度の実績は、男性３名、女性 16 名であり、圧倒的に女性の比率が

高いです。 

委員Ｂ 町として、独居の男性が要介護状態になった場合の見通しはあるので

しょうか。独居の男性が今後増えていくことで、生活に困難が生じる可

能性があります。そういった部分をケアしていくことも考えていくべき

ではないでしょうか。 

男性には、自身が介護をする側になるという発想がないと思います。

男性が介護を行う立場になったことを想定してもらうような設問を設定

し、実態について把握できるとよいのではないかと思います。実際に男

性でも介護を経験された方はいると思うので、その方の経験を共有でき

ればよいのではないでしょうか。男性が主たる介護者になる可能性は誰

にでもあります。 

また、男性はどちらかといえば食事に無頓着な傾向があり、女性に比

べて男性の方が低栄養になる傾向があるかを確認してはいかがでしょう

か。これを明らかにしていくことで、施策が打ちやすくなるのではない

かと思います。 

ボランティアポイントについても、男性が外に出ていくきっかけにな

ればよいと思います。例えば、仕事を引退した途端、外に出ていくこと

が減ってしまう人もいます。高齢者の方が外出することに対して、どの

ような動機を与えていくかを考えてはいかがでしょうか。 

事務局 豊山町では、高齢者の社会参加率が低いという結果が出ています。そ

のことを踏まえて、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査では、どういっ

た理由で社会参加をためらってしまうのかを問う設問を加えています。

その中で、男性が参加しない理由の１つとして考えられる「同性がいな

い」という選択肢を設けています。 

事務局 ここで、事務局より町の取り組みを３点報告します。 

１つ目は、昨年度よりシニア元気づくり体操教室を開設しました。こ

ちらは、徒歩 10 分圏内で通えることを目標に、住民が主体となって開催

しています。２つ目は、９月の認知症月間に合わせてオレンジカフェを

開催しました。そして３つ目は、在宅医療と在宅介護の町の取り組みに

関するものです。広報とよやまで特集を組み、エンディングノートもリ

ニューアルしました。報告は以上です。 

会長 本日予定しておりました審議会の議題については、全て終了しました。

以上をもちまして、令和７年度第２回高齢者保健福祉審議会を終了させ
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ていただきます。 

ご協力ありがとうございました。 

 

上記のとおり、令和７年度第２回豊山町高齢者保健福祉審議会の議事の経過及びその結 

果を明確にするためにこの議事録を作成し、会長及び出席者２人が署名する。 

 

令和７年１１月２７日 

会 長  江崎 弘 

 

署名人  水野 典昌 

 

署名人  大鶴 雅美 

 


